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研究成果の概要（和文）：本研究は、成人健常者を対象としたノロウイルス不顕性感染の大規模調査である。通
年で4,536名が研究に参加した。それらのうち、105名(2.3%)に遺伝子グループIのノロウイルスが、116名(2.6%)
に遺伝子グループⅡのノロウイルスが不顕性感染していることが分かった。遺伝子グループⅠのノロウイルス感
染は、季節や年齢による変化に乏しいことが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study is a large scale survey which evaluated the prevalence of 
asymptomatic norovirus infection among healthy adult. We included 4,536 participant, where 105 (2.3
%) were positive for genotype I norovirus and 116 (2.6%) were positive for negotype II norovirus. 
The prevalences for positive result of genotype I norovirus were similar over month or age group.

研究分野： 疫学

キーワード： ノロウイルス　不顕性感染　大規模調査　健常者

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

本邦における感染性胃腸炎の中で、ノロウイ

ルスによる感染は最も頻度が高い。ノロウイ

ルスによる感染性胃腸炎は嘔吐・下痢を主症

状とし、腹痛及び発熱も伴い発症する。通常

は 2－3 日で自然軽快する感染性胃腸炎であ

るが、時として 4－5 日以上続き重症化する

こともある。特に 5 歳未満の小児及び 65 歳

以上の高齢者は重症化して死亡する危険性

があり、その他の年齢層と比べて死亡の危険

度は 50 倍とされている。その上、最低感染

成立ウイルス数は 20 程度とされており、非

常に感染力の強いウイルスである (Teunis 

PF et al. J Med Virol. 2008)。  

 

 厚生労働省の報告によると、本邦における

感染性胃腸炎は年間100万件を超える報告が

あり、小児や高齢者を中心として 2,500 人を

超える死者を出している。近年の報告による

と、世界規模では2番目に多い感染症であり、

毎年約9,000万人年分の障害調整生命年損失

があり、約 150 万人の患者が死亡している 

(Ahmed SM. Lancet Infect Dis. 2014)。中

でも、ノロウイルス性感染性胃腸炎は約 20%

を占めており、年間死亡者数は約 20 万人と

社会疫学上も非常に重要な感染症である。 

 

 ノロウイルスの感染源として、本邦では二

枚貝をはじめとする魚介類が有名である 

(Shieh Y et al. J Infect Dis.2000)。しか

しながら、成人における喫食歴からのノロウ

イルス感染の危険性は未だ具体的に評価さ

れていない。現在申請者は、国内外における

ノロウイルスの研究を多数行う東北大学微

生物学講座押谷仁教授の指導により、本邦に

おける喫食習慣とノロウイルス性感染性胃

腸炎の前向き研究を実施中で十分な研究経

験と基盤を有している。これらの経験や研究

体制を基に、本研究ではノロウイルスの不顕

性感染に関する大規模調査を行う。 

 

ノロウイルス性感染性胃腸炎は、食中毒によ

るものとヒト‐ヒト間の感染によるものに

大分される。厚労省によると食中毒によるノ

ロウイルス性感染性胃腸炎は年間1万件程度

報告されている。しかしながら、患者から得

られるノロウイルスの遺伝子型と、食中毒の

原因たる魚介類が収穫される海水や下水か

ら得られる遺伝子型には明らかな違いが認

められる。また海水や下水からは季節を問わ

ずウイルスが同定されるため、食中毒以外の

感染源が考えられる。その一つとして、健常

者におけるノロウイルスの不顕性感染が関

与している可能性がある (協力者: Saito M. 

et al. Clin Infect Dis. 2014) (図)。 

 

すなわち、感染性胃腸炎の症状を発症して

いない健常者が常に腸管内にノロウイルス

を保持して他人に伝播することで対象者が

症状を発症する経路である。しかしながら、

健常者におけるノロウイルス保持の調査は

世界的にも現在までにほとんど報告はなく、

本邦でもごく限られた数例の報告があるの

みである。 

 

 本研究では多数の人間ドック受診者であ

る健常人の便検体を用いることにより、ノロ

ウイルス不顕性感染の感染率を正確に調査

し、さらに背景、基礎疾患、身体所見及び検



査所見との関係性まで明らかにして不顕性

感染の可能性を推定する。可能性が高いと考

えられる場合は手指消毒や汚物処理、食品調

理の際の衛生状態の徹底を図り、集団発生を

予防する効果的な対策を提言することを目

標とする。この結果は、国民医療のみならず

先進国及び発展途上国の両方でヒト‐ヒト

間のノロウイルス感染予防に適応して多大

な国際貢献を果たすと考えられる。 

 

２．研究の目的 

本邦におけるウイルス性感染性胃腸炎の

中で、ノロウイルスによる感染は最も頻度が

高く、小児や高齢者では死亡することもある。

感染源はヒトからヒトへの感染が主とされ、

健常者における不顕性感染がその感染源と

なっているとの報告がある。本研究では、初

めての試みとして健常者におけるノロウイ

ルス不顕性感染の大規模実態調査を行う。計

6,000 人の便検体について、ポリメラーゼ連

鎖反応(PCR)を行いてノロウイルスを同定し、

ウイルス遺伝子型も解析する。さらに詳細な

生活・診療情報と連結させて不顕性感染を有

するリスクを評価する。糞便処理や手指衛生

等の予防措置を徹底して感染拡大を防ぐた

めに重要な意義を有し、国民医療のみならず

世界の衛生行政にも大きく貢献する。 

 
３．研究の方法 
 

本研究は聖路加国際病院における大規模

前向き研究である。対象期間は平成 28 年 4

月 1日から平成 29 年 3月 31 日とする。当院

を健康診断目的に受診した 20 歳以上の男女

を対象とする。各月 500 名程度を目標とし便

潜血検査に使用した破棄予定便検体を無作

為に抽出し、ポリメラーゼ連鎖反応(PCR)を

行いノロウイルスを同定する。ノロウイルス

が検出された検体にはウイルス遺伝子型を

同定する。得られた結果から通年での不顕性

感染率の変化や遺伝子型の変化を単変量解

析にて比較する。また健康診断時の 100 項目

を超える情報とノロウイルス不顕性感染の

関係性も多変量解析で解析する。 

 
４．研究成果 

 研究期間中4,536人が研究参加に同意した。

平均年齢は58.0歳(標準偏差:11.8)で、2,020

人(44.6%)が男性であった。そのうち 105 名

(2.3%)が GI ノロウイルス陽性であり、116 名

(2.6%)が GII ノロウイルス陽性であった。 
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